
（学年）１学年、（教科・科目）保健体育科・体育１ 一斉学習

（単元）体つくり運動及び球技

（本時のねらい）

自分の心と体に向き合い、自己の体力や実生活に応じて、日常的に継続して行うための運

動の計画を立てることができる領域である「体つくり運動」は、生徒たちが意欲的に取り組

め、その中でもラジオ体操は、実生活に取り入れやすい運動であると考える。ラジオ体操を

効果的に行い、生活の中に取り入れてもらえるよう、本時の学習を計画した。

（ICT活用方法）
ラジオ体操の効果的な実施方法を説明するために、一人一台端末を用いてチェックポ

イントを各自で確認できるようにする。従来は、示範時の説明のみにしていたが、各自

が自分の必要な箇所を繰り返し視聴できるため、より意欲的に取り組めるのではないか

と考える。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ICT活用方法

導入 ・あいさつ、出欠確認、健康 ・自分の体調に合わせて行うよう声 ・一人一台端末を持っ

１５分 観察 をかける。 てくる。

・音楽に合わせてウォーキン ・リズミカルにウォーキングを行う

グを行う。 ことで、心と体をほぐすことがで

きるように声をかける。

・一斉に、ラジオ体操第一第 ・一つ一つの体操を正しく行えるよ

二を行う。 う、チェックポイントを確認させ

る。

・一斉に、柔軟体操を行う。

・バドミントン、卓球、バレ ・友人と相談し実施可能な種目を行

展開 ーボールから選択して球技 う。

３０分 を行う。

・ラジオ体操を一人一台端末 ・正しく行うためのチェックポイン ・一人一台端末の画像

の画像で確認する。 トを確認し、仲間や教師と、チェ を見ながら、チェッ

ックが行えるようにする。 クポイントを確認す

る。

・自分や仲間の動きを、

仲間や教師とチェッ
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クしあい、効果的に

運動を行っているか

確認する。

まとめ ・健康観察

５分 ・受講票を提出する。

（授業の様子）

生徒たちが活動する様子 生徒たちが活動する様子

（生徒の反応と課題、改善を要する点）

生徒たちは、自分の健康に関心を持ち、体力を向上させようという意欲を持っている。

運動が苦手だと感じている生徒にも、比較的取り組みやすいと感じているラジオ体操を、

身近な教員が示範している映像を見ながら実施したり、一人一台端末の映像を仲間と共有

しあうのは、楽しく有意義な活動になっていると感じる。そのことが、仲間と共に他の競

技にもチャレンジし、楽しもうとする意欲につながっている。

一人一台端末の活用方法はまだまだ多様であるので、研修等を通じて学び、生徒たちが

より親しみやすく、取り組みやすい教材作りに取り組んでいきたい。


